
令和５年度第１回さいたまはーと推進協議会資料

「さいたま市自転車まちづくりプラン〜さいたまはーと〜」概要

資料２
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１．さいたま市の概要

■東京都心から20～40㎞・埼玉県南東部に位置

■政令指定都市・県庁所在地

■新幹線６路線が集まる交通結節点

■2001年5月 さいたま市誕生
埼玉県内で初の100万人都市

■2003年4月 政令指定都市移行（全国で13番目）

■2005年4月 岩槻市と合併
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 埼玉県南東部に位置する政令指定都市
 人口：約134万人（R5.7.1時点）

 面積：217.43 k㎡（東西19.6km、南北19.3km）
 南北を走る鉄道の駅周辺を基点とした自転車利用が多い

資料：H30東京都市圏パーソントリップ調査

図.自転車利用の地域別分布（市内）

埼 玉 県

１．さいたま市の特徴 （１）地勢
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１．さいたま市の特徴 （２）自転車利用に関する特性

図．平坦性と自転車利用の関係（政令市）
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地形が平坦で自転車
利用に適している

【資料】※1 H22国勢調査（15歳以上の通勤・通学時の交通手
段）

※2 H23国土数値情報（傾斜3°未満の面積割合）

表．自転車保有状況（14大都市）

【資料】平成30年度自転車保有実態に関する調査報告書
（一般財団法人自転車産業振興協会）

世帯での
自転車保有率

さいたま市 78.2%
京都市 75.8%
大阪市 74.0%
千葉市 66.6%
仙台市 65.9%
広島市 64.6%
名古屋市 64.6%
東京区部 62.3%
福岡市 61.2%
札幌市 60.3%
川崎市 59.8%
横浜市 57.5%
神戸市 48.4%
北九州市 47.6%

4



１．さいたま市の特徴 (３)自転車利用での課題

図．５km未満の交通手段分担率（さいたま市）
【資料】H30東京都市圏パーソントリップ調査

図．自転車利用者のルール・マナーの満足度（さいたま市）
【資料】市民アンケート（R2.10  さいたま市）
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図．全交通事故中の自転車関連事故の割合（政令市）
【資料】H30イタルダデータ
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自転車政策の推進には、ハード・ソフトの施策を合わせて充実させていく必要があ
り、多岐にわたる自転車施策をより効率的に推進していくため、関係する部署間で
の全庁的な連携はもとより、自転車施策の総合指針となる「自転車まちづくり推進
計画」の策定に着手

平成24年度〜
自転車ネットワーク整備計画の着手
（整備目標︓令和4年末までに200㎞）

さいたま市の特徴さいたま市の特徴

ツール・ド・フランス
さいたまクリテリウム

平成25年12月
「改正道路交通法」施行

平成26年4月
 自転車まちづくり推進課を新設
平成26年4月
 自転車まちづくり推進課を新設

自転車ネットワーク整備計画
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１．「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」策定の経緯

平成24年4月
「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例」の施行

平成24年11月
「「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の発出

平成25年5月〜令和4年1月
コミュニティサイクル事業の展開
（大宮駅を中心3キロ圏内に展開）

平成25年10月〜
ツール・ド・フランス さいたまクリテリウムの開催

コミュニティサイクル

本市の新たな自転車施策の展開と自転車利用環境を取り巻く状況

平成28年3月
 「自転車まちづくりプラン

〜さいたまはーと〜」策定

平成28年3月
 「自転車まちづくりプラン

〜さいたまはーと〜」策定



２．「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要

※自転車のデザインは
さいたまの文字で
できてます
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２．「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要

さいたま自転車まちづくりプラン さいたまはーと

人と環境にやさしい 安全で元気な自転車のまち さいたま
＜計画の将来像＞

平成28年3月策定、令和4年3月中間見直し、計画期間10年（令和7年度迄）

＜計画の目標＞
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２．「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要

＜計画の柱＞
たのしむ

自転車を活用して余暇を
充実させる取組

はしる
自転車通行環境や快適な
利用を推進

まもる
自転車の正しい利用の仕
方を身に付ける

とめる
自転車駐輪場環境を充実
させる取組

さいたま自転車まちづくりプラン さいたまはーと

平成28年3月策定、令和4年3月中間見直し、計画期間10年（令和7年度迄）
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たのしむ 〜自転車で健幸に！心も体もリフレッシュ。
「自転車のまち」の魅力発進〜

①自転車レース・イベントの開催・支援
●①−１国際的サイクルレースの開催・支援
・①−２市民サイクルイベントの開催・支援

②サイクルツーリズムの推進
●②−１レクリエーションルートの整備
・②−２サイクリングマップの作成

③自転車のまちの魅力向上
●③−１自転車のまちの情報発信
・③−２サイクルパークの設置
●③−３シェアサイクルの利用促進・エリア拡大
・③−４マルチモビリティとの連携

まもる 〜悲しい事故をゼロに。。。
「自転車の安全な利用」の推進〜

①交通安全教育の推進
●①−１幅広い世代への交通安全教室の実施
●①−２交通安全教室の実施
●①−３子ども自転車運転免許制度

③災害時における自転車活用の推進
●③−１災害時における自転車利用の推進

②正しい自転車利用の啓発
●②−１ルール・マナーの意識啓発のためのサイン設置
・②−２自転車保険加入、ヘルメット着用、自転車整備方法の

周知・普及促進
・②−３自転車安全利用の人材育成
・②−４自転車安全利用に関する広報・啓発

はしる 〜自転車って便利！「快適な自転車ライフ」の実現〜

①自転車通行環境の整備
●①−１自転車ネットワーク路線の整備
・①−２交差点危険個所の重点的な改善

②公共交通機関との連携
●②−１交通結節点の環境整備

③自転車利用の促進
●③−１サイクルサポート施設の認定・設置
・③−２電動アシスト付自転車等の知用啓発
●③−３自転車通勤の促進
・③−４自転車利用優遇制度の導入

とめる 〜モラルを持って！「適正な駐輪」の推進〜

①駐輪場の利便性向上（利用しやすさ）

・②−１放置自転車対策（指導・撤去・啓発）
・②−２放置自転車の活用

②自転車利用の促進

●①−１駐輪場の適正配置の推進
・①−２民間事業者による駐輪場整備の支援
●①−３駐輪需要を生じさせる施設等の整備に併せた、

駐輪場の整備促進
・①−４駐輪場の情報発信の充実
・①−５利用者サービスの充実

２「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要
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２「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要
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２「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要
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さいたま市内ポート配置図

「たのしむ」の施策の取組
①自転車レース・イベントの開催支援

②サイクルツーリズムの推進 ③自転車のまちの魅力向上

13

シェアサイクルの利用促進・エリア拡大

ポート数と利用回数のグラフ

令和５年１１月５日（日）

２０２３サイクルフェスタ

日 程：2023年11月4日（土）、5日（日）
会 場：さいたま新都心駅東口周辺
来場数：約28,000人（2022年度実績）
主なコンテンツ
・自転車とSDGsをテーマとしたトークショー
・BMXショー
・電動サイクル等の体験ブース
・キックバイクを使用したキッズレース
・飲食・自転車関連ブース
・クリテリウムパブリックビューイング



「まもる」の施策の取組
①交通安全教育の推進

子ども自転車運転免許制度
交通安全教育の実施

（自転車プロチームとの連携）
幅広い世代への交通安全教室の実施

②正しい自転車利用の啓発

自転車安全利用に関する広報・啓発
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「はしる」の施策の取組
①自転車通行環境の整備 ②自転車利用の促進

自転車通行環境整備延長(km)

サイクルサポート施設位置図
（令和４年１月時点）

合計３９施設（民間３３、公共６）

自転車ネットワーク路線と整備状況
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425件

346件

整備前後の自転車事故件数
（H28〜H30の３ヵ年間の整備延長約53km）

約８割
大きく上昇

整備前後の車道走行率
（H28〜R2整備路線の38地点）

自転車利用者アンケート結果
（整備後の車道での走行しやすさについて）

○整備路線では整備後に事故件数が減少し、車道走行率が上昇。
○自転車利用者アンケート結果からも、車道走行がしやすくなったことが分かる。
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「とめる」の施策の取組
①駐輪場の利便性向上（利用しやすさ）

②放置自転車の解消

駐輪場の需給バランスの把握
主要駅周辺の駅へ向かう動線上への配置など利用しや
すい駐輪場の配置を検討

民間駐輪場設置に対する補助制度
放置自転車解消及び駐輪場の適正配置の推進のため
駐輪場設置者に対し補助金を交付

放置自転車対策の強化（指導・撤去） 放置自転車の活用
（発展途上国に無償譲与）

放置自転車対策の強化（啓発）
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２「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要

計画の推進方法

個別方策 個別方策

個別方策 個別方策

計画 協議会
事業展開、
実施状況の確認

事業推進の
協議

推進体制

 各事業１年毎に進捗状況を確認

 自転車利用率や自転車事故、満足度は5年毎に達成状況を確認

 市民・事業者・行政が連携する協議会を設置
事業展開や実施状況の確認、情報共有、実施事業の発信、協議

目標達成状況 確認方法
自転車利用者の割合（％）［頻度／目的／世代］ さいたま市民アンケート調査
自転車事故死傷者数（人／年）［世代／事故形態］ 埼玉県警
自転車に関する満足度（％）［快適性／安全性／
ルール・マナー／情報提供／市の取組］ さいたま市民アンケート調査

計画目標と5年度とに実施する目標の確認方法
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２「自転車まちづくりプラン～さいたまはーと～」の概要

計画の推進方法

planaction

docheck

・毎年事業の方向性の決定
・後期の事業内容への反映
・次期計画への反映

・毎年事業進捗、成果確認
・計画目標達成状況の把握

・全体事業計画の策定
・後期事業内容の計画策定
・次期計画策定

・事業、個別方策の実施

ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理

 ＰＤＣＡサイクルを回し進捗管理し、５年間の取組を１つの区切りとして、
事業成果や目標の達成状況を確認し、見直しや次期計画へ反映

R5 R6 R7H28
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